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1:25,000 活断層図 庄川断層帯とその周辺「下梨」解説書 

 
庄 川

しょうかわ

断層帯は，石川県金沢市東部から，富山県南砺
な ん と

市福光
ふくみつ

地域，同県同市上 平
かみたいら

地域，岐阜県
大野郡白川村，同県高山市荘 川

しょうかわ

町地域を経て，同県郡上
ぐじょう

市北部に至る断層帯で，加須良
か ず ら

断層，
白川
しらかわ

断層，三尾河
み お ご

断層及び森茂
も り も

断層から構成される．全体の長さは約 67 km で，ほぼ北北西－南
南東に延びる．本断層帯は左横ずれを主体とし，加須良断層では東側隆起成分，白川断層と三尾
河断層では西側隆起成分を伴う．加須良，白川，三尾河の各断層は概ね直線状に分布するが，加
須良断層と白川断層の間には小規模のステップを有する．また，森茂断層は白川断層の東方に 2
－5 km 程度の間隔をとって分布する（地震調査研究推進本部地震調査委員会，2004）． 

 
砺波平野
と な み へ い や

断層帯は，砺波平野北西縁の富山県高岡市から南砺市に至る砺波平野断層帯西部と，
砺波平野南東縁の富山県砺波市から南砺市に至る砺波平野断層帯東部からなる．砺波平野断層帯
東部は，長さ約 21 km で，北北東－南南西方向に延びる．この断層帯は，断層の南東側が北西側
に対し相対的に隆起する逆断層である（地震調査研究推進本部地震調査委員会，2008）． 

 
本図には，庄川断層帯を構成する加須良断層，砺波平野断層帯東部を構成する高清水

たかしょうず

断層及び
その他の推定活断層が記載されている．以下に，各断層の概要と判読した根拠を記載する（下記
の断層ごとの番号及び記号は，巻末の付図（断層索引図）に記載した番号及び記号に対応）． 

 
１．加須良

か ず ら

断層 
・走向    ： 北北西－南南東 
・長さ   ： 約 25 km 
・断層種別 ： 活断層（左横ずれが主体，一部縦ずれを含む），一部推定活断層を含む 
（※上記の各諸元については、本図葉内における計測及び確認結果である） 
 

（１）概要 
加須良断層は，本図葉の石川県金沢市の戸室山

と むろ や ま

の北西（図郭北西端）から南側に隣接する
1:25,000 活断層図「白川村」（後藤ほか,2019）図葉の岐阜県大野郡白川村馬狩

ま が り

まで，北北西
－南南東方向に延びる活断層である． 

本図には，金沢市の戸室山の北西（図郭北西端）から岐阜県白川村のオゾウゾ山の西（図
郭南端）まで，北北西－南南東方向に延びる長さ約 25 km の区間が記載されている．左横ず
れを主体として，一部縦ずれの変位を伴い，北西端部分に雁行する数条の活断層と主断層に
直交する活断層を含む．また，断層北部には主断層に並行する数条の推定活断層を含む． 

（２）判読根拠 
加須良断層の主な地点ごとの判読根拠は，次のとおりである． 

1a： 本地点は，左横ずれの加須良断層の北端付近にあたり，戸室山とキゴ山をはじめとする中
期更新世に形成された安山岩質溶岩ドームが隣接して複数分布しており，これらは総称して
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戸室火山と呼ばれ，岩屑なだれ及び溶岩流の堆積面を伴う（石渡ほか，2001；酒寄ほか，2004）．
この戸室火山の山体を取り巻くように，北西－南東方向に延びる多数のリニアメントが分布
する．戸室火山の山体側を低下させる低崖が多く，正断層運動をしているものと思われる．
左横ずれの加須良断層の末端でかつ，北西に向きを変える場所にあたり，伸張性の歪みが生
じるとともに，火山が噴出し，その堆積物による影響を受けて複雑な断層分布と変位様式と
なっている可能性がある．すなわち，火山の近くでは西北西—東南東走向の正断層が分布し，
少し離れると横ずれ断層が分布する。横ずれ断層は，加須良断層の主断層は左横ずれである
が，それに直交する向きの断層は右横ずれを示し，共役断層と考えられる。この区間は，今
回の調査で新たに活断層が確認された区間である． 

1b： 戸室火山の南東を限るように，北東－南西方向に延びる断層が分布する．火山性の地
形面を切断する様子や，河谷の右屈曲が明瞭である．北北西に延びる加須良断層の主断
層と共役な断層と考えられ，主断層を横切るように延びているものもある。この付近は，
複雑な断層分布形態をなしており，地点 1a 付近と同様に断層帯の末端であることを示
していると思われる．この区間は，今回の調査で新たに活断層が確認された区間である． 

1c： 北北西－南南東方向の直線状谷が複数，発達しており，これをまたいで西または南西
流する小河川の流れる河谷は断層に沿って左屈曲する．河谷の屈曲と鞍部が明瞭に連続
することから認識できる活断層は 2 条であり，その周辺には，ほぼ同方向の直線状谷や
鞍部から推定される断層が多数分布する． 

1d： 極めて明瞭な左屈曲した谷が連続しており，北西－南東方向に左横ずれ断層が延びて
いることがわかる． 

1e： 浅野川
あ さの が わ

上流の直線状の谷の右岸にある山地の山腹を横切るように延びる直線状谷があ
り，それを横切る小河谷は，浅野川の流下方向とは逆の左屈曲を示す．断層地形として
は極めて明瞭な様子が確認できる． 

1f： 小矢部川
お や べ が わ

右岸に小矢部川の流下方向とは逆の左屈曲する河谷が認められる． 
1g： 小矢部川の左岸に細長い丘陵があり，丘陵と西の山地との間や丘陵の南には明瞭な鞍

部が連続する． 
1h： 加須良断層に沿って地すべり地形が分布するが，その末端には鞍部や分離丘状の地形

が認められ，地すべり堆積物が断層で切断されたと判断した．また，地すべり堆積物の
開析谷が左に屈曲しており，断層運動により変位していると考えられる．丸印の場所で
は，竹林・藤井（1983）で段丘面を切断する活断層の露頭が報告されており，走向Ｎ20-30°
Ｗ，傾斜角 60～80°SW の断層面を持つとされている。 

1i：  ブナオ峠より南では，起伏の大きな場所を通り，明瞭な変位地形は乏しいが，鞍部の
連続から本断層は直線状に延びていると判断できる． 

 
２．高清水

たかしょうず

断層 
・走向    ： 北東－南西 
・長さ   ： 約 4 km 
・断層種別 ： 活断層（一部活撓曲を伴う） 
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（※上記の各諸元については，本図葉内における計測及び確認結果である） 
 

（１）概要 
本図には，富山県南砺市正谷

まさだに

付近（図郭北端）から同市瀬戸
せ と

付近まで，概ね北東－南西方
向に延びる長さ約 4 km の一部活撓曲を伴う活断層が記載されている． 

（２）判読根拠 
高清水断層の主な地点ごとの判読根拠は，次のとおりである． 

2a： 本図の北側に隣接する 1:25,000 都市圏活断層図「砺波」（堤ほか，2003）図葉では，砺
波平野の東を限る高清水断層の南西端を，本地点（砺波市盛新

もりしん

）付近に認められる撓曲
崖としていたが，本地点付近の撓曲崖の東延長に地形面の変形は認めがたいため，本図
葉では孤立した撓曲崖として表記した．ただし，地形面が相対的に新しいために連続性
が見出せない可能性も否定できない． 

2b： 一方，地点 2a の東の山麓に分布する段丘面の撓曲変形が新たに見出された．本図で
は，それらを高清水断層の主トレースとつないで，二ッ屋川

ふ た つ や が わ

付近まで山麓に沿って断層
線を延ばした．山麓に分布する断層の長期的な運動により盆地と山地の地形分化が生じ，
最近の地質時代も活動的であると考えられる． 

 
 

その他の推定活断層としては，南砺市三方山
さんぽうざん

北方の断層，高落場山
たかおちばやま

から三ヶ辻山
みつがつじやま

北東に至る断
層，南砺市下島

したじま

付近の断層が記載されている． 
 
３．南砺市三方山

さんぽうざん

北方の断層 
・走向   ： 北東－南西 
・長さ     ： 約 10 km 
・断層種別 ： 推定活断層 
 

（１）概要 
富山県南砺市林道

りんどう

付近から同市三方山の北西まで，北東－南西方向に延びる長さ約 10 km
の推定活断層である．大局的には，高清水断層の南西端付近から南西延長に延びる断層であ
る． 

（２）判読根拠 
鞍部が連続しており，また，鞍部と鞍部の間の河谷は直線状を成しているものが多く，北

東－南西方向のリニアメントとして認識できる．これを境に山地の高度が異なり，南東側が
高い．北東端付近で右屈曲している河谷もあるが，系統性に乏しいため推定活断層と判断し
た． 
 

４．高落場山
た か お ちば や ま

から三ヶ辻山
み つ が つじ や ま

北東に至る断層 
・走向   ： 北北西－南南東 
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・長さ     ： 約 11 km 
・断層種別 ： 推定活断層 
 

（１）概要 
富山県南砺市の高落場山の南から南砺市と岐阜県白川村の境界に位置する三ヶ辻山の北

東まで，概ね北北西－南南東に延びる長さ約 11 km の推定活断層である．本断層は，活断層
研究会編（1991）において城 端

じょうはな

－上梨
かみなし

断層と記載されている断層とほぼ一致する． 
（２）判読根拠 

高落場山から三ヶ辻山北東に至る断層の主な地点ごとの判読根拠は，次のとおりである． 
4a： 庄 川

しょうがわ

左岸には鞍部が連続し，北北西－南南東方向のリニアメントが認められる．断
層の分岐地点より北では山地の高度差があり，東側が高い．北西方向に分岐するリニア
メント上では，南西流する数本の小河川が左に屈曲しているが，屈曲する方向は河川の
流下方向と同じであり，断層変位でない可能性もあると判断し，推定活断層とした． 

4b： 庄川右岸では，4a 地点のリニアメントの延長に船頭川
せんどうがわ

の直線状谷が延びており，舟頭
川を挟んで山地の高度差があり，庄川左岸同様に東側が高い． 

 
５．南砺市下島

したじま

付近の断層 
・走向   ： ほぼ南北 
・長さ     ： 約 2 km 
・断層種別 ： 推定活断層 
 

（１）概要 
富山県南砺市下島の北西から同市西赤尾町

に し あ か お ま ち

付近まで，ほぼ南北方向に延びる長さ約 2 km
の推定活断層である． 

（２）判読根拠 
ほぼ南北に延びるリニアメントに沿って，河谷が 2 本，右屈曲しているのが認められる．

庄川の流下方向とは逆方向の屈曲であり，断層地形の可能性があるが，リニアメントの全長
が短く，鞍部も明瞭ではないため推定活断層と判断した． 

 
（広島大学准教授 後藤 秀昭） 
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使用空中写真，使用航空レーザ測量データ及び検討委員会等 

1）使用空中写真 
撮影計画機関（種別） 撮影縮尺 地区番号又はコース番号 

米軍（モノクロ） 1/40,000 M406，M407，M632 
国土地理院（カラー） 1/10,000 CCB-75-21，CCB-77-4 
国土地理院（モノクロ） 1/20,000 CB-63-８X 
林野庁（モノクロ） 1/20,000 山-270，山-375，山-574 

 
2） 使用航空レーザ測量データ  

国土地理院が管理する航空レーザ測量データから２ｍDEM を作成して使用 
 

3）全国活断層帯情報整備検討委員会 
a．委員会の開催 

第 1 回委員会 令和元年 ８月 29 日（木） 新槇町ビル７F ビジョンセンター東京駅前 
地域部会 令和元年 10 月 ８日（火） 新槇町ビル７F ビジョンセンター東京駅前 
第 2 回委員会 令和元年 12 月 26 日（木） 新槇町ビル７F ビジョンセンター東京駅前 

 
b．庄川断層帯とその周辺「下梨」の作成委員（令和元年度） 

図 名 氏 名 所    属 
下梨 〇 後藤 秀昭 広島大学准教授 

中埜 貴元 国土地理院地理地殻活動研究センター研究官（現
在：主任研究官） 

小山 拓志 大分大学准教授 
（山中 蛍） 広島大学大学院学生 

〇印は，全体のとりまとめを担当した委員，（）内は調査協力者 
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4） 連絡先 
国土地理院応用地理部地理情報処理課 
〒305－0811 茨城県つくば市北郷１番 
電話：029（864）1111（代表） 

 
5）引用する場合の記載例 

a．図を引用する場合 
後藤秀昭・小山拓志・中埜貴元・山中 蛍（2020）：1:25,000活断層図「下梨」，国土

地理院． 
 

b．解説書を引用する場合 
後藤秀昭（2020）：1:25,000活断層図 庄川断層帯とその周辺「下梨」解説書，国土地

理院，8p． 



＜加須良断層＞
か ず ら

２

１

４

５

【 付図（断層索引図）】

＜高清水断層＞
たかしょうず

＜高落場山から三ヶ辻山北東に至る断層＞

＜南砺市三方山北方の断層＞
さんぽうざん

＜南砺市下島付近の断層＞
したじま

３

たかおちばやま みつがつじやま

1d

1f

1g

1h

4b

1b
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